
所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 653 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 653 

その他財源の内訳

市長段階査定額 653 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】消防企画係 0857-30-8032

【１２次総の施策体系】4101

【事業の経過及び背景】
　消防庁舎の敷地は当該施設の市町が東部広域行政管理組合に無償貸付し、庁舎を東部広域
行政管理組合で整備することが協定で定められている。

【事業の目的及び効果】
　消防庁舎整備にあたり、必要な用地を確保することで署所管内の消防、救急活動の円滑な
実施を図る。

【事業の内容】
　消防庁舎建設用地取得に伴う不動産鑑定評価のため。

款 消防費

項 消防費

目 常備消防費

補正前額 0 

要求額 653 

総務部長段階査定額 653 

年度 R8

危００１ 項　　目　　名 消防署庁舎等整備事業費

予算書項目 消防署庁舎等整備事業費 ページ 35

危機管理部
危機管理課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 100 

その他 0 計 3,767 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 100 

一般財源 3,667 

その他財源の内訳

市長段階査定額 3,767 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】消防企画係 0857-30-8032

【１２次総の施策体系】4101

【事業の経過及び背景】
　鳥取市消防団は９地区団51分団、団員定数1,354人の県下最大の消防団組織である。団運
営は団長１名、副団長５名の本部員を筆頭に、水火災等災害時出動の他、年間事業計画に基
づいた訓練・研修を行っている。

【事業の目的及び効果】
　活動に必要な装備品などの環境整備を行うことで、火災時等の活動での安全確保を図る。
また、出初式を開催することで、消防団組織統率及び市民への消防団活動の周知を図ること
ができる。さらに、消防関係者の大会及び研修会へ団員を派遣することで、団員個々の資質
向上につながっている。
　また、東部消防局と鳥取市及び各町消防団で協議会を開催し、火災予防運動等の事業を実
施することで、地域の防災体制の万全を図る。

【事業の内容】
　東京都において開催される第31回全国消防操法大会に鳥取県代表として出場するため。

　※その他財源の諸収入は、鳥取県消防協会助成金

款 消防費

項 消防費

目 非常備消防費

補正前額 12,298 

要求額 3,767 

総務部長段階査定額 3,767 

年度 R8

危００２ 項　　目　　名 消防団運営費

予算書項目 消防団運営費 ページ 35

危機管理部
危機管理課


